
Photo：朝の登校風景（平成２４年４月１２日撮影）

1. 健康で明るく、しごとにはげみ、住みよい町をつくりましよう。
2.生産のくふうにつとめ、力を合わせ、豊かな町をつくりましよう。
3.きまりを守り、環境をととのえ、美しい町をつくりましよう。
4.自然を愛し、文化を育て、希望にみちた町をつくりましよう。
5. 老人をうやまい、子供の夢をのばし、楽しい町をつくりましよう。

上ノ国町民憲章（昭和47年８月14日制定）
わたくしたちは、北海道夜明けの地にいきる上ノ国町民であるこ
とに誇りをもち、祖先の偉業を受けつぎ、恵まれた大自然を愛し、
町民一人ひとりが自覚と責任をもつて、調和のある明るい町づく
りにつとめます。

Photo：高齢者スポーツ大会（平成２６年１１月１０日撮影）
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　１１
月
３
日
の
文
化
の
日
に
、
平
成
２６
年
度
町

民
表
彰
が
ジ
ョ
イ
じ
ょ
ぐ
ら
・
天
の
川
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
、
功
労
表
彰
と
し
て
５
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
表
彰
式
は
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
町

へ
の
功
績
が
あ
っ
た
方
や
町
民
の
模
範
と
な
る

方
を
称
え
る
た
め
、
昭
和
４２
年
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
、
４８
回
を
数
え
ま
す
。

　当
日
は
、
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
副
町

長
か
ら
受
賞
者
の
事
績
が
報
告
さ
れ
、
受
賞
者

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
若
狭
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
干
場
清
保
さ

ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
る
と
、
場
内
か
ら
あ

た
た
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
表
彰
式
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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功
労
表
彰

　平
成
１５
年
、
議
会
議
員
に
当

選
以
来
、
３
期
１２
年
に
わ
た
り

議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
こ
の

間
、
監
査
委
員
、
総
務
文
教
常

任
委
員
、
産
業
福
祉
常
任
委
員

な
ど
と
し
て
、
地
方
自
治
の
伸

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。　ま

た
、
上
ノ
国
町
商
工
会
事

務
局
長
、
豊
田
町
内
会
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
本
町
の

振
興
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

干ほ
し

場ば

　清き
よ

保や
す

さ
ん

（
字
豊
田
）

功
労
表
彰

　平
成
１５
年
、
議
会
議
員
に
当

選
以
来
、
３
期
１２
年
に
わ
た
り

議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
こ
の

間
、
総
務
文
教
常
任
副
委
員
長
、

産
業
福
祉
常
任
委
員
な
ど
と
し

て
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
檜
山
広
域
行
政
組
合

議
員
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
本

町
の
振
興
発
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

佐さ

藤と
う

　正ま
さ

平ひ
ら

さ
ん

（
字
北
村
）

功
労
表
彰

　多
年
に
わ
た
り
、
健
康
推
進

員
と
し
て
健
康
や
医
療
及
び
介

護
の
知
識
を
普
及
さ
せ
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
と
高
齢
者
の
介

護
予
防
の
推
進
な
ど
健
康
管
理

の
指
導
に
あ
た
り
、
町
民
の
健

康
意
識
の
高
揚
と
推
進
に
尽
力

さ
れ
、
福
祉
行
政
の
進
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

薄す
す
き
だ田

　百ゆ

合り

子こ

さ
ん

（
字
石
崎
）

功
労
表
彰

　多
年
に
わ
た
り
、
木
ノ
子
町

内
会
理
事
と
し
て
町
内
会
活
動

を
始
め
、
地
域
の
各
種
行
事
や

地
域
の
人
材
育
成
に
指
導
力
を

発
揮
さ
れ
た
ほ
か
、
河
川
の
清

掃
や
草
刈
、
花
の
植
栽
な
ど
環

境
美
化
に
努
め
ら
れ
地
域
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
夷
王
山
ま
つ
り
で
開

催
さ
れ
る
ば
ん
馬
大
会
で
は
、

名
誉
大
会
長
と
し
て
運
営
に
力

を
発
揮
し
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

斉さ
い

藤と
う

　光み
つ

男お

さ
ん

（
字
小
安
在
）

功
労
表
彰

　多
年
に
わ
た
り
、
北
村
町
内

会
副
会
長
と
し
て
会
長
を
補
佐

し
任
務
を
遂
行
す
る
と
共
に
、

地
域
の
各
種
行
事
や
町
内
会
活

動
の
中
心
的
役
割
を
担
い
地
域

の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　ま
た
、
上
ノ
国
消
防
団
員
と

し
て
幾
多
の
火
災
・
災
害
に
出

動
し
、
第
一
線
に
立
っ
て
町
民

の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
被
害

の
防
止
と
災
害
の
軽
減
に
尽
力

さ
れ
、
町
政
の
推
進
、
地
域
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

品し
な

田だ

　俊と
し

勝か
つ

さ
ん

（
字
北
村
）

受
賞
者
の
方
々
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　今
年
９
月
、
本
町
や
檜
山
管
内
に

住
む
若
者
達
が
発
起
人
と
な
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
を
行
う
こ
と
で
檜
山
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
、「
ひ
や
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
結
成
し
、
１０
月
２６
日
に
本
町

に
お
い
て
初
め
て
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
約
７０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。　今

回
、
ミ
ル
キ
ー
ナ
イ
ト
と
題
さ

れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
若
者
達
が

仕
事
で
得
た
技
術
や
普
段
か
ら
行
っ

て
い
る
趣
味
な
ど
を
活
か
し
、
他
町

の
若
者
同
士
が
交
流
し
て
親
交
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
後
、
ひ
や
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
地
域
の
他
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
運
営
協
力
、
地

域
貢
献
活
動
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

合
い
言
葉
は
「檜
山
を
元
気
に
！
」

ひ
や
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動

　１１
月
１０
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い

て
、
第
３６
回
上
ノ
国
町
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
上
ノ
国
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
髙
橋
廣
会
長
）
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　大
会
に
は
、
町
内
各
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
８
チ
ー
ム
２
１
０
名
が

集
ま
り
、
全
９
種
目
の
競
技
に
積
極

的
に
挑
戦
し
、
運
動
で
の
健
康
作
り

を
通
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　結
果
は
、
湯
ノ
岱
老
人
ク
ラ
ブ
が

総
合
得
点
で
１
位
を
獲
得
し
、
２
位

に
は
同
点
で
汐
吹
末
広
老
人
ク
ラ

ブ
、
石
崎
和
光
会
老
人
ク
ラ
ブ
、
小

砂
子
老
人
ク
ラ
ブ
が
続
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
会
に
は
上
ノ
国
高
校
の

生
徒
が
運
営
に
協
力
し
た
ほ
か
、
上

ノ
国
保
育
所
の
児
童
も
踊
り
を
披
露

し
、
幅
広
い
世
代
で
の
交
流
と
な
り

ま
し
た
。

健
康
作
り
で
親
睦
を
深
め
る
！

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

　１１
月
１６
日
、
第
２８
回
檜
山
管
内
空

手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
が

町
民
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
、
檜
山

管
内
か
ら
約
５０
名
の
小
・
中
校
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　５
年
ぶ
り
に
本
町
で
の
開
催
と

な
っ
た
こ
の
大
会
に
は
、
上
ノ
国
町

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
す

る
９
名
も
出
場
し
、
演
舞
の
完
成
度

を
競
う
「
形
」
と
、
試
合
形
式
の
「
組

手
」
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
は
絶
対

に
負
け
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で

臨
み
、
日
頃
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

※
結
果
は
１２
ペ
ー
ジ
の
ス
ポ
ー
ツ
だ

　よ
り
を
ご
覧
下
さ
い
。

体
育
館
に
響
く
気
合
の
声
！

檜
山
大
会
で
子
ど
も
達
が
活
躍
！

　１１
月
１３
日
、
上
ノ
国
高
校
２
年
生

が
町
政
に
つ
い
て
考
え
、
町
長
に
質

問
を
行
う
「
ふ
る
さ
と
高
校
生
議

会
」
が
役
場
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　議

場
で
は
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た

宮
城
涼
我
君
を
筆
頭
に
、
６
名
の
代

表
が
議
員
と
し
て
質
問
に
立
ち
、
傍

聴
席
か
ら
同
級
生
が
見
つ
め
る
な
か
、

町
政
へ
の
質
問
や
提
案
を
行
い
ま
し

た
。　質

問
は
、
仲
間
と
話
し
合
い
自
分

達
が
ま
ち
に
必
要
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
介
護
士
育
成
対
策
や
人
口
減
少

対
策
な
ど
、
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
将

来
を
考
え
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
生
が
ま
ち
へ
の
思
い
を
発
言

ふ
る
さ
と
高
校
生
議
会
が
開
会

4２０１４年１２月号
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インフルエンザから
身を守るために

保健師　大橋　　朗です今 月 は

①咳エチケット ②外出後の手洗い
●咳エチケットの大切なポイントは３つあります。

①咳やくしゃみを他の人に
　向けて発しない

②手のひらで咳やくしゃみ
　を受け止めた時はすぐに
　手を洗う

③咳やくしゃみが出るときは
　できるだけマスクをする

　インフルエンザは、咳やくしゃみにより口から

出ている小さな水滴（飛沫）により感染します。

これを飛沫感染といいます。

　そのため、その水滴を浴びないようにすればイ

ンフルエンザから身を守れるという訳です。

　しかし、家族や友人と接する中でそれを防ぐの

はとても難しいですよね。

　なので、咳エチケットはとても重要です。

③適度な湿度を保つ
　暖房を入れると、湿度は下が

りがちです。空気の乾燥は、の

どの防御機能を低下させ、イン

フルエンザにかかりやすくなり

ます。

　加湿器の使用や洗濯物を干す

位置などを工夫して適切な湿度

（５０～６０％）を保ちましょう。

④人混みへの外出を控える
　インフルエンザが流行してきたら、特に高齢者の方や基礎疾患のある方、妊婦、

疲労気味、睡眠不足の方は、人混みへの外出を控えましょう。

　しかし、どうしても外出しないといけない時は、不織布（ふしょくふ）製マスク

を着用することは一つの防御策です。

　不織布製マスクとは、繊維や糸を織ったりせず、熱や化学的な作用によって接着

させて布にしたマスクのことをいいます。

　マスクの袋にも書いているので、買うときには注意してみてください。

咳は手で押さえて！

人から離れる！

こまめな
手洗いで予防！

部屋の湿度が
　　大事！

マスクでウィルス
から身を守ろう！

　今年も残すところあと１ヶ月となり、どんどん寒くなってきました。

　暖房の入った室内から外に出ると身体の芯まで冷えてしまいます。みなさんの体調はいかがですか？

　例年１２月から３月は、インフルエンザが流行する時期です。流行前のワクチン接種は効果があ

り、高齢者については約４５％の発病を低減し、約８０％の死亡を阻止することができるといわれ

ています。

　しかし、ワクチンだけに頼るのではなく、予防行動によりインフルエンザから自分や家族の身を

守ることも大切です。

　今回は、厚生労働省がインフルエンザを予防するために有効な方法として挙げているものを紹介

します。

　やはり、手洗いは大切です。

流水と石鹸による手洗いはイン

フルエンザだけではなく、感染

症を予防する基本となります。

　また、手洗いの後は、アル

コールによる消毒の効果が高く

なります。そのため、手洗いと

アルコール消毒を一緒にできれ

ば、さらに効果的です。
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教 育 委 員 会 だ よ り
作
品
展
示
会
に
は
７
１
５
点

　作
品
展
示
会
で
は
、
町
内
小

中
学
校
や
個
人
、
団
体
か
ら
モ

ザ
イ
ク
画
や
書
道
、
手
芸
品
、

工
芸
品
な
ど
７
１
５
点
が
展
示

さ
れ
、
３
日
間
で
約
５
０
０
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

町
民
芸
能
発
表
会
と

管
内
郷
土
芸
能
祭
が
同
時
開
催

　１１
月
１
日
に
は
、
町
民
芸
能

発
表
会
と
檜
山
管
内
郷
土
芸
能

祭
が
行
わ
れ
約
１
８
０
人
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　上
ノ
国
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
で
始
ま
り
、
滝
沢
小
学
校

児
童
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や
華
麗

な
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　同
時
に

開
催
さ
れ

た
檜
山
管

内
郷
土
芸

能
祭
に
は
、

厚
沢
部
町

の
歌
謡
や

今
金
町
の

狩
場
太
鼓

な
ど
が
出

演
し
、
会

場
を
大
い

に
沸
か
せ

ま
し
た
。

　ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
天
の
川

子
ど
も
茶
道
教
室
に
よ
る
野
点

も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
は
、
子

ど
も
た
ち
の
お
も
て
な
し
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

芸
能
発
表
会
も
大
盛
り
上
が
り
に

～
町
民
文
化
祭
開
催
～

　１１
月
５
日
「
え
ほ
ん
の
ひ
ろ

ば
」
を
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
で

開
催
し
、
上
ノ
国
保
育
所
園
児

や
小
学
生
、
幼
児
と
そ
の
母
親

な
ど
約
９０
人
が
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
読
書
週
間
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
昨
年
に
引
き
続

き
５
回
目
の
開
催
と
な
り
、
参

加
者
も
年
々
増
え
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　開
催
に
あ
た
り
上
ノ
国
町
絵

本
サ
ー
ク
ル
「
も
こ
も
こ
」
の

皆
さ
ん
が
、
事
前
に
読
み
聞
か

せ
す
る
え
ほ
ん
の
選
定
や
新
し

い
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
に
取
り

組
む
な
ど
内
容
も
充
実
し
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、大
型
え
ほ
ん「
お

ば
け
、
び
ょ
う
き
に
な
る
」
な

ど
２
冊
の
読
み
聞
か
せ
や
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
３
び
き
の
や

ぎ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ン
」、
上
ノ

国
町
に
伝
わ
る
民
話
を
紙
芝
居

に
し
た
「
十
兵
衛
石
の
お
は
な

し
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

「
カ
ミ
ゴ
ン
」
が
登
場
す
る
と

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
カ
ミ

ゴ
ン
を
囲
み
、
一
緒
に
童
謡
を

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
な

ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

  
10
月
31
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で
、
上
ノ
国
町
民
文
化
祭
が

ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１０
月
３０
日
、
上
ノ
国
小
学
校

３
・
４
年
生
５７
人
が
、
湯
ノ
岱

地
区
で
現
在
建
設
中
の
「
新
吉

堀
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）」
を
見
学

し
ま
し
た
。

　児
童
た
ち
は
、
始
め
に
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
概
要
の
説
明
を
受

け
た
後
、
現
場
作
業
員
の
案
内

に
よ
り
ト
ン
ネ
ル
の
内
部
へ
移

動
し
、
大
型
機
械
に
よ
る
掘
削

作
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
大
き

な
音
に
驚
き
な
が
ら
も
「
水
を

ま
き
な
が
ら
掘
っ
て
い
る
ん
だ

ね
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　児
童
の
一
人
は
「
ど
う
し
て

き
れ
い
な
円
に
掘
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
か
」
な
ど
と
質
問

し
て
い
ま
し
た
。

読
書
週
間
に
あ
わ
せ

え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
を
開
催

華麗なフラダンスで魅了

もこもこの皆さんによるえほんの読み聞かせ

カミゴンの登場に子どもたちは大喜び

新
吉
堀
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）

　　　　　　　　　　　　　を
見
学

掘削する様子に子どもたちは大興奮

高さ５メートルを超える大作も

狩場太鼓（今金町）の迫力ある演奏
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町民なわとび大会行われる

記録更新に向け挑戦！

　１１
月
１４
日
、
町
内
の
全
小
学

生
を
対
象
と
し
た
文
化
鑑
賞
事

業
が
上
ノ
国
小
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教育委員会だより

図書だより
図 書 新 着 ご あ ん な い

＊かわうそ－お江戸恋語り。　あさの　あつこ／著
＊笹の舟で海をわたる	 　　　角　田　光　代／著
＊阿蘭陀西鶴	 　	 　　　朝　井　まかて／著
＊フォルトゥナの瞳	 　　　百　田　尚　樹／著
＊昨日のまこと、今日のうそ　宇江佐　真　理／著
＊桃のひこばえ　　　　　　　梶　　　よう子／著
＊警察（サツ）回りの夏　　　堂　場　瞬　一／著
＊一人っ子同盟　　　　　　　重　松　　　清／著

年末年始カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
12/21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 1/1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

＊　　　　の日は、休館日になります。

前まわしとび １位 ２位 ３位
幼 　 児 　 の 　 部 田中　優愛（河北保） 　212回 吉見　莉緒（河北保） 　182回 濱塚　悠月（上ノ国保） 　  99回
小学１・２年生の部 木村　　碧（滝沢小） 　406回 疋田　東吾（滝沢小） 　386回 中井　　遥（上ノ国小） 　381回
小学３・４年生の部 小田　瑠人（早川小） 　530回 宮城　拓海（湯ノ岱小） 　520回 澤田　大洲（滝沢小） 　499回
小学５・６年生の部 小林　空音（早川小） 　566回 宮城　真衣（湯ノ岱小） 　538回 澤田　卓斗（滝沢小） 　534回
中学・高校・一般の部 市来　成子（一　般） 　577回 小助川　浩（一　般） 　510回 武田優紀香（上ノ国中） 　467回
後まわしとび １位 ２位 ３位

幼 　 児 　 の 　 部 田中　優愛（河北保） 　149回 吉見　莉緒（河北保） 　103回
小学１・２年生の部 中井　　遥（上ノ国小） 　281回 金子　心太（河北小） 　235回 古館　葵一（滝沢小） 　232回
小学３・４年生の部 宮城　拓海（湯ノ岱小）　 495回 澤田　大洲（滝沢小） 　452回 山田　亜美（河北小） 　435回
小学５・６年生の部 小林　空音（早川小） 　565回 宮城　真衣（湯ノ岱小） 　486回 川嶋　夏生（湯ノ岱小） 　479回
中学・高校・一般の部 市来　成子（一　般）　 525回 太田　将矢（上ノ国高） 　498回 ベンジャミン（一　　般） 　144回

あや跳び １位 ２位 ３位
小学１・２年生の部 中井　　遥（上ノ国小）　　29秒 金子　七海（河北小）　　24秒 濱塚　夏音（上ノ国小）　　  6秒
小学３・４年生の部 澤田　大洲（滝沢小） 2分21秒 横山　美羽（滝沢小） 1分47秒 小田　瑠人（早川小） 1分36秒
小学５・６年生の部 鈴木　龍大（河北小） 3分32秒 澤田　卓斗（滝沢小） 3分  6秒 葛山　　聖（上ノ国小） 2分52秒
中学・高校・一般の部 太田　将矢（上ノ国高） 6分38秒 澤田　一希（上ノ国高） 4分27秒 疋田　　颯（上ノ国中） 3分29秒

団体跳び １位 ２位 ３位
小　学　生　の　部 ラストファイブ（早川小） 127回 上ノ国夷王ジュニアＡ 118回 河北代表チーム（河北小） 67回
中　学　生　の　部 上中３年生男子チーム 131回 上中陸上部                102回
一 　 般 　 の 　 部 早川ママ                     42回 河北ＰＴＡ                  20回

　今
回
は
大
型
人
形
劇
「
ゲ
ゲ

ゲ
の
鬼
太
郎
決
戦
！
竜
宮
島
」

を
鑑
賞
し
、
人
形
の
繊
細
な
動

き
や
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
の
高

さ
ほ
ど
の
巨
大
な
人
形
の
登
場

に
児
童
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し

た
。　ま

た
、
劇
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
は
、
上
ノ
国
小
学
校
３
年
生

が
夏
休
み
中
に
作
っ
た
妖
怪
を

持
っ
て
踊
っ
た
り
、
妖
怪
の
自

己
紹
介
を
し
て
華
を
添
え
ま
し

た
。　鑑

賞
を
終
え
た
児
童
た
ち
は
、

出
演
し
た
妖
怪
た
ち
に
見
送
ら

れ
、
笑
顔
で
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

時　間：（火～金）　９時～１７時
　　　　（土・日・祝祭日）１２時～１７時
休館日：毎週月曜日、年末年始
場　所：上ノ国町民図書室（ジョイ・じょぐら内）

　基礎体力の向上などを目的とした第３７回町民なわとび大会を
11月8日、町民体育館で開催し、幼児から大人まで１３５人が参
加しました。大会結果は以下のとおりです。

巨
大
な
人
形
に
驚
き
！

小
学
校
文
化
鑑
賞
事
業

上ノ国小３年生と記念撮影
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お知らせ

☆年末年始のお知らせ：12月27日（土）から
　1月4日（日）までのお休みとなります。

●
本
格
的
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　私
事
で
す
が
、平
成
２７
年
の
１
月
末
で
、

江
差
に
お
け
る
任
期
が
終
了
し
、
別
の
地

に
転
勤
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　今
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
様
々
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

　こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　ま
だ
法
テ
ラ
ス
江
差
で
の
仕
事
が
２
ヶ

月
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
気
を

抜
か
ず
に
頑
張
る
所
存
で
す
。

●
私
と
入
れ
替
わ
る
形
で
、
平
成
２７
年
１

月
１
日
付
で
、
米
山
清
貴
（
よ
ね
や
ま
き

よ
た
か
）
弁
護
士
が
法
テ
ラ
ス
江
差
に
赴

任
し
ま
す
。

　米
山
弁
護
士
に
は
、
新
規
の
案
件
や
私

の
業
務
の
引
継
ぎ
な
ど
を
や
っ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

●
私
の
江
差
で
の
仕
事
は
、
約
３
年
３
ヶ

月
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

間
、
数
々
の
思
い
出
深
い
事
案
が
あ
り
ま

し
た
。

　民
事
事
件
で
は
、
大
き
な
組
織
を
相
手

と
す
る
集
団
訴
訟
の
弁
護
団
に
加
わ
っ
た

事
案
が
、
刑
事
事
件
で
は
、
２０
日
連
続
で

遠
方
の
警
察
署
の
被
疑
者
と
面
会
し
て
不

起
訴
処
分
を
得
た
事
件
が
、
成
年
後
見
事

案
で
は
、
あ
る
役
場
の
保
健
師
さ
ん
と
協

力
し
て
私
が
成
年
後
見
人
に
就
任
し
た
件

が
そ
れ
ぞ
れ
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

●
反
面
、
も
っ
と
福
祉
機
関
と
連
携
し
て

人
助
け
が
で
き
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
反

省
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
点
は
、
あ
と
に
残
る
板
垣
弁
護
士

や
米
山
弁
護
士
に
託
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
今
後
も
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は

☎
０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
６
３
ま
で
！

（
法
テ
ラ
ス
江
差

　弁
護
士

　北
舘
篤
広
）

退
任
の
ご
挨
拶

（第57号）

☆看護師通年募集のお知らせ：現場復帰される方、新人
の方も個別にしっかりサポートします。通年募集して
おりますので気軽にご連絡ください。

　（臨時採用は面接のみ）☎52-0036（内線202）渡
わた

邊
なべ

橋
は し

本
も と

  治
は る

光
み つ

 医師
前任地：静岡県藤枝市（藤枝市立総合病院
救急治療室・ＤＭＡＴ）。藤枝は、静岡市
の隣りで人口約１５万人です。東京から新
幹線で１時間３０分、新千歳空港から飛行
機（富士山静岡空港）で１時間５０分、函
館から飛行機で５時間、函館から新幹線で
８時間（北海道新幹線が開通すると７時間）
です。富士市が出身地です。浜松医科大学卒業。
・江差の印象：海がきれい。横風で運転が大変。
　　　　　　　野菜・米が美味しい。
・専門及び関心のある領域：災害医療・地域医療
・趣味：旅行　　・特技：特になし
・患者さんへ一言
「初めての北海道で、冬が越せるか心配です。北海道の生活に、早
く慣れお役に立ちたいと思います。どうぞよろしくお願いします。」

新任医師紹介（総合内科）12月の外来診察日程
整 形 外 科 午前　月曜日から金曜日

循環器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と金曜日

消化器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　火曜日と水曜日

呼吸器内科
午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月曜日から金曜日

小 児 科 午前　月曜日から金曜日

泌 尿 器 科
午前　月曜日から金曜日
午後　水曜日

精 神 科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月曜日から金曜日

耳鼻咽喉科
午前　２日・３日・１０日・１１日・１６日
　　　１７日・２４日・２５日
午後　１０日・２４日

眼 科
午前　４日・１１日・１８日
午後　３日・１７日・２４日

皮 膚 科 午前　火曜日（２３日祝日のため２４日診察）

神 経 内 科 　　　１２日・２６日

受付 　8時～11時30分（初診の方は、９時から）
時間 13時～14時30分

診
療
科
に
よ
っ
て
、曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。御
確
認
く
だ
さ
い
。

※診療日は、予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院に確認の上、受診してください。

（整形外来は、完全予約制となっています。受診
される方は予約が必要となりますので、事前にご
連絡下さい。 ☎５２－００３６ 内線１１２）
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お知らせ

冬の『がん検診・特定健診』を実施します！早期発見・早期治療！

お問い合わせ先 北海道後期高齢者医療広域連合
〒060－0062　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　　　　　　国保会館６階
　　　　　　　☎０１１－２９０－５６０１

上ノ国町役場　　　　　

住民課戸籍保険グループ

■保険事業実施計画に関する住民意見募集について■■保険事業実施計画に関する住民意見募集について■

下記の日程で各種がん検診・特定健診を行います。この機会に是非、受診してください！

月　　日 受付時間
申　　込　　み　　番　　号

胃・肺・大腸
がん検診 特 定 健 診 子宮がん検診 乳がん検診

１月18日（日） 6：30 ～　7：30 ① ⑤
8：00 ～　9：00 ② ⑥

１月19日（月） 6：30 ～　7：30 ③ ⑦
8：00 ～　9：00 ④ ⑧

１月25日（日）
8：30 ～　9：00 ⑩ ⑬（定員25人）
9：30 ～ 10：00 ⑪ ⑭（定員25人）

13：00 ～ 13：30 ⑫ ⑮（定員40人）
※１月２５日は午前中のみバスの送迎がありますので、申込み時にお知らせください。
※乳がん検診については
　１２月１０日（水）まで は誕生日が偶数月（2，4，6，8，10，12 月生まれ）の方のみ申込みを受け付けます。
　１２月１１日（木）から は奇数月・偶数月とも申込みを受け付けます。　
※乳がん検診以外の健診については優先予約制ではありません。

　保健福祉課健康支援グループ　☎５５－４４６０（健康づくりセンター内）＜申込み・問い合わせ先＞

検　診　項　目 自己負担額
●胃がん検診（バリウム検査） １,０００円
●肺がん検診（胸部レントゲン検査） ３００円
　※喀痰検査（痰の検査） ２,９８０円
●大腸がん検診（２日間の便検査） ５００円
●特定健診（血液検査など） ０円
　※エキノコックス症検査 ６００円
●子宮がん検診（頸部） １,０００円
　※子宮がん検診（体部） ５００円
　※超音波検査（エコー） １，０３０円
●乳がん検診
　（触診・マンモグラフィー併用） ２,０００円

●場　　所：健康づくりセンター
●申込締切：１２月１９日（金） ※なお、乳がん検診は優先予約制としています。

●特定健診対象者：４０歳以上の上ノ国町国民健康保険加入者
　　　　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療被保険加入者となります。

検

　診

　料

　金

《 乳 が ん 検 診 に つ い て 》
検診の間隔は２年に１回が推奨されています。
（月１回の自己検診も重要です）
対象年齢は以下の理由から40歳以上とします。
・40歳未満では乳腺が発達し、マンモグラフィ
　で異常がわかりにくいため、検診の有効性が
　確立されておりません。
　この年齢の方は、乳腺外来受診をお勧めいた
　します。
※印の検査を希望される方は、当日保健師にお
　申し出ください。

　北海道後期高齢者医療広域連合では、被保険者の皆様が地域において自立した生活を少しでも長く送るこ

とが出来るよう、効果的で効率的な保険事業を積極的に進めていくための、「北海道後期高齢者医療広域連

合保険事業実施計画（案）」を策定しました。

　この保険事業実施計画の策定にあたり、次のとおり広く住民の皆様からご意見を募集します。

◆募　　集　　期　　間　　平成２６年１２月１０日～平成２７年１月９日
◆公表する資料について　　『北海道後期高齢者医療広域連合保険事業実施計画（案）』
◆資料及び募集要領の入手方法について
　　意見募集の開始日から、北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ
　　(http://iryokouiki-hokkaido.jp) に掲載するとともに次の場所で配布しています。
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お知らせ

入札結果のお知らせ（11月13日まで）

※１： １時間当たりの単価です。　　※２：１㎥当たりの単価です。

入札日 工事名・業務名 予定価格 落札業者名 落札金額 落札率

10/28

1 町道神明ノ沢線外除雪委託業務 － ㈱若 　 狭 　 組
除雪トラック7t　19,116円
除雪ドーザ8t　18,144円
除雪ドーザ7t　13,068円
雪道巡回　　　　5,076円

－

2 町道新村線外除雪委託業務 － 京 谷 建 設 工 業 ㈱
除雪ドーザ8t　18,000円
除雪ドーザ7t　15,000円
雪道巡回　　　　5,100円

－

3 町道北村内郷線外及び公共施設除雪委託業務 － ㈱小　　林　　建　　設
除雪トラック7t　15,100円
除雪ドーザ12t　17,500円
除雪ドーザ8t　18,800円
雪道巡回　　　　5,400円

－

4 町道大澗漁港線外除雪委託業務 － ㈱小　　林　　建　　設 除雪ドーザ8t　21,200円
雪道巡回　　　　5,100円 －

5 町道勝山中須田線外歩道除雪委託業務 － 京 谷 建 設 工 業 ㈱ 　　　　　　　31,000円 －

6 町道ハンノキ１号線外歩道除雪委託業務 － ㈱小　　林　　建　　設 　　　　　　　30,500円 －

7 町道中央通学線外歩道等除雪委託業務 － ㈱若 　 狭 　 組 　　　　　　　30,888円 －

8 町道運搬排雪委託業務 － ㈱若 　 狭 　 組 運搬排雪(標準)　　648円
運搬排雪(除雪ドーザ) 918円 －

11/11
1 上ノ国地区避難階段整備工事 1,674,000円 ㈱若 　 狭 　 組 　1,404,000円 83.9%

2 災害対策用発電機購入業務 － 古 館 電 気 商 会 　3,740,040円 －

11/13 1 栽培漁業総合センター屋上防水等災害復旧工事 11,610,000円 ㈲飯　　川　　建　　設 11,286,000円 97.2%

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※２

※１

＊予定価格の公表は、一般競争入札または指名競争入札に付するもので、予定価格が１３０万円を超える建設
工事および建設工事に伴う調査・測量・設計委託が対象となっています。

＊金額は全て消費税および地方消費税相当額を含んだ額です。なお、予定価格を公表しない指名競争入札は
落札率を記載しておりません。(落札率 小数点第１位未満四捨五入）

10２０１４年１２月号



お知らせ

●情報公開条例運用状況
　町が保有する情報（公文書）を町民はもとよりす
べての人に開かれたものにするため、どなたでも情
報を請求し、知ることができます。
　平成２５年度の町長部局への公開請求は２件であ
り、町長部局以外の実施機関への公開請求はありま
せんでした。

●個人情報保護条例運用状況
　町が保有する町民みなさんの個人情報を保護する
ため、本人以外に情報を開示しませんが、法令等の
規定に基づくときや本人の同意があるときは、情報
を提供することとしています。
　また、町などが事業を実施する上で必要な個人情
報を実施機関などが請求し、審査会の意見を聴いた
上で、公益性などの理由により必要と認めたときは、
情報の利用を承認し提供することとしています。
　平成２５年度の運用状況は、下記のとおりです。
　●町長部局　◆開示請求件数　　　　　０件
　　　　　　　◆目的外利用届出件数　１６件です。

番号 届出実施機関 目 的 外 利 用 等 の 内 容 審査有無
１ 財　政　課 町税課税に係る対象者の情報（３件） 有
２ 総　務　課 町総合発展計画作成に係るアンケート調査のための情報 有
３ 住　民　課 国民年金保険料免除に係る対象者の情報 有
４ 住　民　課 国民健康保険高額医療費算定に係る対象者の情報 有
５ 住　民　課 後期高齢者医療制度に係る対象者の情報 有
６ 住　民　課 北海道医療給付事業に係る対象者の情報 有
７ 保健福祉課 敬老対策事業に係る対象者の情報 有
８ 保健福祉課 高齢者対策に係る対象者の情報 有
９ 保健福祉課 介護保護費算定の基礎資料とするための情報 有
１０ 保健福祉課 災害時要援護者の対象者の情報 有
１１ 教育委員会 小学校・中学校入学対象者の情報 有
１２ 教育委員会 成人式対象者の情報 有
１３ 農業委員会 農地基本台帳の整備に係る対象者の情報 有
１４ 上ノ国消防署 防火査察台帳作成に係る対象者の情報 有

《内訳》

上ノ国町における情報公開条例および
個人情報保護条例の運用状況について

婦人防火クラブが
　　　　救急救命講習を実施

お問い合わせ　総務課庶務防災グループ

番号 公 開 請 求 公 文 書 の 件 名 等 公開の方法
１ ＪＲ江差線廃止に関わる文書 写しの交付

２ 平成２０年度以降に起債された地方債の起債条件等
が記載された文書 写しの交付

　１１月５日、上ノ国町婦人防火クラブ（品田俊子
会長）が、ジョイ・じょぐらにて救急救命講習を実
施し、２４名が参加しました。
　婦人防火クラブでは、全国的に心臓発作などの疾
患が増える冬期に向けて、毎年講習を実施してお
り、この日も消防職員の指導のもと、マッサージ訓
練用ダミー人形やＡＥＤを用いた訓練に真剣に取り
組んでいました。

心臓マッサージの様子

閉店のお知らせ
　この度、１２月２１日をもちまして閉店
させて頂くこととなりました。
　長年にわたりお世話になりましたことを
心より感謝申し上げます。
　上ノ国町国民温泉保養センター
　　　　　食事処　郷　　久田　利明

　林業の仕事をしていたことはありませんか？
　林退共制度に加入していたか分からない、加入していた
けれど、退職金をまだ受け取っていない方を探しています。
　また、罹災された共済契約者および被共済者の皆様に対
し、各種手続の必要が生じた場合は最寄りの支部または本
部へご相談ください。
　◆お問い合わせ　独立行政法人勤労者退職金共済
　　　　　　　　　機構林業退職金共済事業本部
　　　　　　　　　（☎０３ー６７３１ー２８８７）

林業退職金共済制度からのお知らせ
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お知らせ

掲示板
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12

　農林水産省では、平成２７年
２月１日現在で、「２０１５年
農林業センサス」を実施します。
　この調査は、我が国の農林
業・農山村地域の実態を明らか
にする最も基本的な調査です。
　平成２６年１２月中旬から調査員が農林業関係
者の方々を訪問して、調査票に農林業の経営状況
などの記入をお願いします。
　調査票に記入された事項については、統計以外
の目的には使用されませんので、ご協力をお願い
します。

お問い合わせ　総務課企画統計グループ

２０１５年農林業センサスが労働力調査が実施されます
　総務省では、平成２６年１２月より、「労働

力調査」を実施します。

　この調査は、地域の労働状況を明らかにし、

雇用対策の施策立案などに役立てることを目的

として、１２月から３月にかけて大留地区の一

部にて実施されます。

　調査票に記入された内容は統計以外の目的に

は使用されませんので、統計調査員がお伺いし

た際には、ご協力をよろしくお願いいたします。

【お問い合わせ先】
　北海道総合政策部地域行政局統計課
　労働統計グループ
☎０１１－２０４－５１４６

実 施 さ れ ま す

12２０１４年１２月号



お知らせ

　

徴収・滞納整理　よくあるＱ＆Ａ
Q １. 毎月分割で納付しているので差押はされませんよね？
　→　分割納付中であっても、早期に完納の見込みが無い場合、納付額に釣り合わない財産が発見された
　　　場合等、分割を続けることが適当ではないと認められる場合は差押が執行されます。
Q ２. 借金やローンがあるので税金を納付できません
　→　法律によって税金はすべての債務（借金含む）に優先されると定めております。
　　　個人債務より税金が優先されます。借金やローンは滞納の理由にはなりませんし、考慮されません
　　　ので借金やローンの返済の前に税金を納付してください。
Q ３. 納税通知書が届いていないのに督促状が来て督促手数料を取られるのは納得でき
　　 ない、納税通知書や督促状が届いていないのに滞納処分を受けたのは納得できない
　→　他の郵便物に紛れていないかなど、もう一度ご確認ください。
　　　法律により、一般の郵便で税金に関する書類を送付し、返戻がなかった場合、行政機関に送付記録
　　　があれば通常到達すべきであった時にその書類が届いたとみなされます。それに対し本当に届いて
　　　いないと主張するためには納税者側で郵便事故等によって届いていないということを証明する必要
　　　があります。
　　　税金は納期限までに納めるのが原則です。納税は国民の義務ですので、自分がいつ、何の税金を納
　　　付しなければならないかを自覚していなければなりません。実際に〇〇税の通知が来る時期だと思
　　　うがまだ届いていないと連絡をしてくる納税者の方もいます。

町税の徴収・滞納整理の強化
　税金は、みなさんが安心して社会生活を送るための行政サービスを行う大切な財源です。
　また税金を納めることは、憲法でも定めてあるとおり国民の義務であり自主的に納めてもらうべきものです。
　しかし再三の催告にもかかわらず、滞納者が存在する現状は公平性の観点からこのまま放置するわけには
いきません。町では、自主財源である税収の確保と公平性のため更なる徴収強化に取り組みます。

お問い合わせ　財政課税務グループ

　この改正は、平成２７年４月に予定されている北海道知
事選挙及び北海道議会議員選挙から適用されます。
　なお、上ノ国町の選挙区である檜山地域選挙区の定数変
更はありません。

１. 総定数　　１０４人→１０１人（３人の削減）
２. 選挙区の名称変更
　　旧　「○○（総合）振興局所管区域選挙区」
　　新　「○○地域選挙区」
３. 選挙区の区域変更
　　旧　留萌市選挙区
　　新　留萌地域選挙区（留萌地域と合わせる）
　　旧　紋別市選挙区
　　新　オホーツク西地域選挙区
　　　　（オホーツク西地域と合わせる）
４. 定数が増える選挙区　　５. 定数が減る選挙区
　　岩見沢市（定数１→２）　　函 館 市（定数６→５）
　　千 歳 市（定数１→２）　　後志地域（定数３→２）
　　　　　　　　　　　　　　胆振地域（定数２→１）
　　　　　　　　　　　　　　釧路地域（定数２→１）

お問い合わせ　上ノ国町選挙管理委員会

北海道議会議員の定数と選挙区に
見直しがありました
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日曜・祝日の当番医
１２/７　乙部町国保病院（日中）

☎６２－２３３１
　　 　江差町・佐々木病院（夜間）

☎５２－１０７０
１２/１４ 厚沢部町国保病院（日中）

☎６４－３０３６
　　 　江差町・半澤医院（夜間）

☎５２－１１８１
１２/２１ 道立江差病院

☎５２－００３６
１２/２３ 江差町・佐々木病院

☎５２－１０７０
１２/２８ 上ノ国診療所

☎５５－２０１７
１２/３１ 道立江差病院

☎５２－００３６
１/１　江差町・勤医協診療所

☎５２－１３６６
１/２　江差町・半澤医院

☎５２－１１８１
１/３　道立江差病院

☎５２－００３６

日曜・祝日の当番医

特定環境公共下水道事業

漁業集落排水事業

下水道加入率（１１月２０日現在）

　加入戸数　７５３戸（前月比＋２）
　 加 入 率　５２．６％
供用区域～桂岡・中須田・新村・大留・上ノ国・勝山
　　　　　北村・内郷　　　※一部区域を除く

　加入戸数　１４０戸（前月比±０）
　 加 入 率　４０．１％
供用区域～小安在・木ノ子・扇石・汐吹

　　　※一部区域を除く

まちの人口と世帯数

前月比

人　口 ５，４６８ 人 －１８

男 ２，５６５ 人 －　９

女 ２，９０３ 人 －　９

世帯数 ２，６２７世帯 －　６

掲載の了解をいただいた方のみご紹介
しています。なお、地名表記について
は、所属の町内会を記載しております。

病院の都合により変更になることがあります
ので、新聞や消防署などで確認してください。

よろこび・かなしみ
（１１月２０日届出分まで）※敬称略

おくやみもうしあげます
豊　田　 干場　政一　９２歳  １１/９

北　村　 稲荷山佳幸　６３歳  １１/８

扇　石　 室塚　伸一　７７歳  １１/５

石　崎　 福田　博継　６５歳  １０/２６

石　崎　 花田　忠廣　６２歳  １０/３１

（平成26年10月末日現在）

湯ノ岱　佐藤　美緒（みお）
　　　　 ◯父 千貴　◯母 久美子

おたんじょうおめでとう

　道路の除雪を実施するにあたり、限られた予算のなか、経費の節
減などを考慮しながら、一層の効率的な除雪に努めておりますので、
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　除雪作業を円滑に実施するため、特に次の点についてお願いします。
●自宅の前は自分で除雪を！
　除雪車が通った後には、押し寄せられた雪
がどうしても残ります。さらに除雪作業は、
沿道の一軒一軒の出入り口の除雪や、各ご家
庭の生活時間に合わせて作業を行うことは
できませんので、各ご家庭の出入り口は、皆
さんで雪の処理を行ってください。
●路上駐車は、みんなの迷惑です！
　路上駐車は、除雪作業に支障をきたすばか
りではなく、吹雪や夜間などは事故発生の原
因となります。また、歩道と車道の間は冬期
間は除雪した雪の堆雪スペースとして使われ
ますので、路上駐車しないようにしましょう。
●雪を道路に出さないで！
　道路は人や車の通る場所です。除雪した
後、車道や歩道に雪や氷を出すことにより、
路面凍結の原因や路面が凸凹になり非常に
危険で、歩道も通行が困難となります。
　交通事故の原因ともなりますので、道路に
は雪を出さないでください。
■町道除雪のお問い合わせは、次の町内各除雪委託業者
　　　　　　　　　　　　　　または施設課土木建築グループまで
○除雪委託業者
　・京谷建設工業㈱ （☎55-3756）
　　担当地区：小森、豊田、中須田、新村、大留（商工会～新村)、
　　　　　　　小砂子
　・㈱ 小 林 建 設（☎55-2038）
　　担当地区：大留（商工会～北村)、北村、向浜、上ノ国～石崎
　・㈱ 若　 狭　 組（☎55-2141）
　　担当地区：神明～桂岡

○町内雪捨場（次の３か所を予定)
　湯ノ岱上ノ沢、旧宮越駅裏、役場裏

除雪作業にご理解とご協力を

上ノ国　谷口　果穂（かほ）
　　　　 ◯父 準一　◯母 かなえ

大　留　松倉　由依（ゆい）
　　　　 ◯父 幸一　◯母 睦

14２０１４年１２月号


